
ツーリズムの基幹産業化に向けた

産業振興に関する重点要望（概要）

2024年6月13日



基本認識（訪日外国人旅行者数・出国日本人数） ①
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訪日外国人旅行者数・出国日本人数

訪日外国人旅行者数 出国日本人数

出典：日本政府観光局（JNTO）

万人

水際対策緩和以降、
訪日需要が急回復

⚫ 2023 年 の 訪 日 客 数 は
約2,507万人で、コロナ禍
前（2019年 3,188万）の
約8割まで回復

⚫ 単月ではコロナ前を上回り
過去最高を更新する月もあ
り、今後も好調の見通し

⚫ 一方、2023年の年間日本
人出国者数は962万人で、
アウトバウンドは2019年
比52.1％減と低調が続く



基本認識（訪日外国人旅行消費額） ②
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出典：観光庁
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出典：IMF（International Monetary Fund）

インバウンド消費額
は過去最高を記録

⚫ 2023年の訪日外国人旅行
消費額（速報）は5.3兆円
と過去最高を更新

⚫ 訪日外国人１人当たり旅行
支出は21万３千円（2019
年比34.2％増）と推計

⚫ 2021年以降の急激な円安
が後押しして、訪日外国人
の購買意欲を高めた



基本認識（ツーリズム業界を取り巻く課題） ③

人 手 不 足 と 観 光
需要の偏りが顕著

⚫ 人手不足の背景には、他産
業と比較して低い賃金、離
職率が高い非正規雇用者の
構成比の高さ、休日が少な
く、労働時間の長い労働環
境などが挙げられる

⚫ 人手不足により、サービス
品質低下や、採用市場にお
ける劣後、人材育成の遅れ
などを招く

⚫ 観光需要の偏り（目的地の
偏りと時期の偏り）も一因



基本認識（2030年に向けたロードマップ） ④

政府目標

インバウンド消費額15兆円

外国人旅行者数6,000万人

2030

2025

2027

東京2025世界陸上

世界的なイベントに向けた施策強化が重要

※来場者数見込み
1,500万人

※来場者数見込み
2,820万人



基本認識（求められるアクション） ⑤

魅力的な地域資源の
ブランド化・情報発信・
文化教育が課題
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⑥要望項目
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双方向交流拡大に向けた東京のさらなる国際競争力強化

ツーリズム産業の持続可能な発展に向けた受入環境整備

魅力を最大限活かした「国際文化都市東京」の実現

（１）人手不足解消のための労働環境改善支援
（２）交流需要の分散化・平準化（目的地/時期・時間帯の偏りの改善）
（３）レスポンシブル・ツーリズムの推進
（４）ツーリズムを通じた被災地復興支援

（１）地域資源を活かした交流促進事業、情報発信に対する支援強化
（２）消費拡大に向けたナイトタイムエコノミーの活性化
（３）シビックプライド醸成に向けた文化教育拡充

（１）東京を核とした国内外における相互交流の促進
～大阪・関西万博を契機とした交流促進～

（２）国内外から東京へのビジネス誘客促進（ＭＩＣＥの受入環境整備・誘致促進等）
（３）多様な文化・習慣等への理解・配慮や消費額拡大を目指した受入環境整備



⑦ツーリズム産業の持続可能な発展に向けた受入環境整備

（１）人手不足解消のための労働環境改善支援
・観光関連事業者が自発的・持続的に賃上げできる環境整備の推進
・観光まちづくりにおいて旗振り役となる、観光の担い手育成への後押し
・基幹業務へのクラウド型ＩＣＴの導入、オペレーション効率化等への支援

（２）交流需要の分散化・平準化（目的地/時期・時間帯の偏り改善）
・平日の旅行需要喚起に向けた、教育分野・企業等を巻き込んだ休み方改革推進

（３）レスポンシブル・ツーリズムの推進
・旅行者に対する地域資源保全や地域のルール・マナーに関する意識啓発

（４）ツーリズムを通じた被災地復興支援
・運用面において旅行事業者に配慮した観光需要喚起策の実施

人手不足解消や観光需要の偏り是正に向けた取組みが急務
中小企業等の主な声

ホテル、バス会社において従業員の
確保が難しい（観光協会）

旅行需要の平日分散や広域観光促進
による平準化が必要（運輸業）

出典：帝国データバンク「人手不足に対する企業の動向調査（2024年4月）」



⑧東京が持つ魅力を最大限活かした「国際文化都市東京」の実現

（１）地域資源を活かした交流促進事業、情報発信に対する支援強化
・地域に根差した祭り、イベントなど、多様なコンテンツ開発への支援
・街の賑わい創出、地域の活性化に向けた各地の取組みに対する後押し
・海外メディアやＳＮＳ等を通じた、訪日外国人に対する地域密着情報の発信

（２）消費拡大に向けたナイトタイムエコノミーの活性化
・ナイトタイムエコノミーの活性化に向けたビジョン・戦略の策定
・公営の美術館、庭園等の閉館・閉園時刻の延長

（３）シビックプライド醸成に向けた文化教育拡充
・歴史・文化など地域資源への理解を深める文化教育の普及

地域資源を活用した取組みがシビックプライド醸成に寄与
中小企業等の主な声

地場産業を活かしたイベントの開催
により、伝統文化や伝統技術の継承
を行う（小売業）

地域に密着した祭りは、区民の心の
拠り所となっている（観光協会）

出典：㈱読売広告社「グローバル ・ シビックプライド調査」

世界10都市の「シビックプライド」総合ポイント結果



⑨双方向交流拡大に向けた東京のさらなる国際競争力強化

（１）東京を核とした国内外における相互交流の促進
～大阪・関西万博を契機とした交流促進～
・各国・地域の政府観光局等との連携体制強化、および共同プロモーション実施
・海外渡航の促進に向けた費用負担等によるパスポート取得支援

（２）国内外から東京へのビジネス誘客促進
（ＭＩＣＥの受入環境整備・誘致促進等）
・ＩＣＴによるＭＩＣＥ施設の機能強化

（３）多様な文化・習慣等への理解・配慮や消費額拡大を
目指した受入環境整備
・ムスリム、ベジタリアン、ヴィーガン旅行者等への対応店舗・施設の情報提供
・プライベートジェットの受入拡大、スーパーヨットの寄港地設置

双方向交流拡大に向けアウトバウンド促進やＭＩＣＥ誘致が重要

海外渡航需要の回復遅れが旅券保有率からも見て取れる
出典：外務省「旅券統計」
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出典：UIA国際会議統計（「東京都MICE誘致戦略2023」より）

世界の観光先進都市と比較して東京の国際会議開催件数は劣後している
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